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台湾からの農業関係者・学生・食品分野専門家視察団「ＪＡ阿蘇イチゴ」を絶賛!!
ＪＡ阿蘇いちご部会の圃場やパッキングセンターを見学

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
５
月
８
日
、
福
岡
・
熊
本

両
県
を
巡
る
研
修
ツ
ア
ー
「
果
樹
園
か
ら

ジ
ャ
ム
ま
で
の
１
０
０
の
旅
」
の
一
環
と

し
て
来
県
し
た
台
湾
の
視
察
団
を
受
け

入
れ
、
阿
蘇
産
イ
チ
ゴ
の
栽
培
技
術
や

品
質
管
理
、
出
荷
体
制
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　

視
察
団
は
、
台
湾
の
農
業
関
係
者
や
学

生
、
食
品
分
野
の
専
門
家
ら
約
20
人
で
構

成
さ
れ
、
「
台
湾
青
年
夢
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
関
連
し
た
研
修
と
し
て
九
州
各

地
の
農
業
現
場
を
視
察
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
阿
蘇
地
域
の
イ
チ

ゴ
栽
培
や
加
工
品
開
発
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
の

圃
場
や
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

圃
場
で
は
、
生
産
者
が
栽
培
管
理
や
品

質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
。

　

参
加
者
は
主
力
品
種
「
恋
み
の
り
」
な

ど
を
実
際
に
試
食
し
、
「
甘
み
が
強
く
香

り
も
良
い
」
「
果
実
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
品
質
が
高
い
」
と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
は
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
世

界
大
会
で
上
位
入
賞
経
験
を
持
つ
著
名
な
職

人
も
同
行
し
て
お
り
、
加
工
品
原
料
と
し
て

の
可
能
性
に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
は
厳
格
な
選
果
・
検
品
体
制
に
加
え
、

輸
送
時
の
傷
み
を
軽
減
す
る
た
め
の
パ
ッ

キ
ン
グ
技
術
や
鮮
度
を
維
持
す
る
予
冷
設

備
な
ど
を
確
認
。

　

参
加
者
は
生
産
か
ら
出
荷
ま
で
一
貫
し

て
品
質
管
理
を
徹
底
す
る
産
地
の
取
り
組

み
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

対
応
し
た
Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
指
導
員
の
江

藤
秀
晃
職
員
は
「
台
湾
の
若
い
世
代
の
皆

さ
ん
に
阿
蘇
産
の
イ
チ
ゴ
へ
強
い
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
い
。
今
回

の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
阿
蘇
産
イ
チ
ゴ

の
魅
力
が
海
外
へ
さ
ら
に
広
が
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
台
湾
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
な
ど
へ
の
輸
出
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
海
外
市
場
で
の
販

路
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
は
、
阿
蘇
産
イ
チ
ゴ
の
品

質
や
産
地
の
取
り
組
み
を
海
外
へ
発
信
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
今
後
の
さ
ら
な

る
輸
出
拡
大
や
国
際
交
流
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
写
真
右
上
＝
生
産
者
の
圃
場
で
イ
チ
ゴ
の

品
質
を
確
認
す
る
視
察
団
の
メ
ン
バ
ー

※
写
真
左
上
＝
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
出

荷
の
様
子
を
確
認
す
る
様
子
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原
山
組
合
長
自
ら
競
り
台
に
立
ち
阿
蘇
産
農
産
物
の
魅
力
を
発
信

「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
４
月
21
日
、
福
岡
市
の
福

岡
大
同
青
果
で
２
０
２
６
年
産
Ｊ
Ａ
阿
蘇

青
果
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
阿

蘇
産
農
産
物
の
魅
力
を
力
強
く
発
信
し
ま

し
た
。

　

２
０
２
６
年
度
園
芸
販
売
高
計
画
を
67

億
８
６
８
０
万
円
と
掲
げ
て
い
る
Ｊ
Ａ
阿

蘇
は
、
市
場
関
係
者
や
仲
卸
業
者
ら
を
前

に
原
山
寅
雄
組
合
長
が
競
り
台
に
立
ち
、

自
ら
青
果
物
の
品
質
の
高
さ
や
産
地
の
取

り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
甘
く
て
香
り
の
強
い
イ
チ
ゴ

や
肉
厚
で
香
り
の
高
い
小
国
郷
特
産
の
生

シ
イ
タ
ケ
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
阿
蘇
の
大
地
で
丹
精
込
め
て
育
て
た
自

慢
の
農
産
物
。
生
産
者
の
思
い
と
と
も
に

消
費
者
へ
届
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る

と
、
場
内
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
が
３
月
に
阿
蘇
産
農

畜
産
物
の
価
値
向
上
と
販
路
拡
大
を
目
的

に
設
立
し
た
「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
」
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
生
産
者

や
流
通
・
販
売
を
担
う
会
員
事
業
者
（
米

穀
事
業
者
・
青
果
物
卸
業
者
）
な
ど
の
関

係
機
関
が
一
体
と
な
り
『
阿
蘇
ブ
ラ
ン

ド
』
の
確
立
と
浸
透
を
目
指
す
新
た
な
体

制
を
整
え
た
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
原
山
組
合
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
、

選
ば
れ
る
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
力
強
く
結
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
市
場
と
の
結
び

つ
き
を
強
化
し
な
が
ら
、
販
路
拡
大
と
有

利
販
売
を
進
め
、
生
産
者
所
得
の
向
上
に

努
め
る
方
針
で
す
。

※
写
真
上
＝
競
り
台
に
立
ち
、
阿
蘇
の
農
産

物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
原
山

組
合
長

※
写
真
右
＝
福
岡
大
同
青
果
の
一
角
に
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
さ
れ
た
阿
蘇
産
の
農
産
物
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県内初のローコスト型給油所 
地域の声を受け再建 ７月末完成へ

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
県
内
初
と
な
る
ロ
ー
コ
ス
ト

型
給
油
所
の
起
工
式
が
４
月
22
日
、
阿
蘇
市

一
の
宮
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式
に
は

Ｊ
Ａ
阿
蘇
や
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
役
職
員
、
建

設
関
係
者
ら
約
40
人
が
出
席
。
工
事
の
安
全

と
事
業
の
成
功
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
挨
拶
の
中
で
「
組
合

員
や
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
給
油
所
運
営
の
新
た
な
形
と
し

て
示
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。
新
設
さ
れ
る
給
油
所
は
、
２
０
２
４
年

９
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
旧
一
の
宮
給
油
所
に
近

い
本
所
敷
地
内
に
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

旧
給
油
所
の
閉
鎖
後
、
組
合
員
を
中
心
と

し
た
地
域
住
民
か
ら
再
開
を
求
め
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重

要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
は
こ
う
し
た
地
域
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
と
と
も
に
、
資
材
高
騰
や
人
手
不
足

な
ど
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営
を

目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
設
備
仕

様
や
運
営
体
制
を
見
直
す
こ
と
で
、
建
設
・

運
営
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
省
人
化
を
前

提
と
し
た
ロ
ー
コ
ス
ト
モ
デ
ル
を
採
用
。
従

来
型
の
給
油
所
に
比
べ
、
建
設
費
を
約
４
分

の
１
に
抑
え
、
施
設
規
模
も
約
5.5
分
の
１
に

縮
小
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
人
数
で
の
運
営

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
に
と
っ
て
も
こ
う
し
た
モ
デ
ル

の
導
入
は
初
の
試
み
で
す
。
今
後
は
運
営
状

況
や
採
算
性
を
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
ご
と

の
需
要
や
立
地
条
件
に
応
じ
た
柔
軟
な
展
開

を
視
野
に
入
れ
、
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
の

中
、
隣
接
す
る
購
買
店
舗
の
職
員
が
給
油
作

業
等
を
担
い
、
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
県
内
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
と

っ
て
も
、
新
た
な
給
油
所
運
営
の
方
向
性
を

示
す
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
は
７
月
末
で
、
営
業
開
始
は
9
月
上

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

写真右上＝起工式で挨拶をする原山組合長 
写真上＝ＪＡ阿蘇・ＪＡ熊本経済連役職員、建設関係者の方々

「
臨
機
応
変
に
対
応
し
、

厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
切
ろ
う
」

　
　
　
　

 

購
買
部
全
体
会
議
開
催

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
購
買
部
は
４
月
18
日
、
一
の

宮
中
央
支
所
で
購
買
部
全
体
会
議
を
開
き
、

Ｊ
Ａ
阿
蘇
役
職
員
や
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
役

職
員
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
年
度
初
め
に
行
わ
れ
、
購
買

部
の
年
間
計
画
や
方
針
・
情
勢
を
共
有
す

る
も
の
で
、
今
回
で
４
回
目
で
す
。

　

会
議
で
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
資
材
・
物
資
の
供
給
動
向

に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
か
ら
説
明
が

あ
り
、
ま
た
組
合
員
や
利
用
者
の
動
向
や

現
場
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

出
席
者
は
購
買
部
が
一
体
と
な
っ
て
臨

機
応
変
に
対
応
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
を

乗
り
切
る
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

渋
谷
購
買
部
長
は
「
厳
し
い
環
境
が
続

い
て
い
る
が
、
安
心
と
満
足
を
組
合
員
へ

届
け
る
た
め
に
、
全
員
で
連
携
し
乗
り
越

え
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

購
買
部
は
今
年
度
目
標
を
72
億
円
と
掲

げ
、
収
益
力
の
強
化
や
安
定
供
給
の
確
保

に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

※
写
真
右
＝
購
買
部
全
体
会
議
で
決
意
を
述
べ
る

　
渋
谷
購
買
部
長
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〝
力
強
い
Ｊ
Ａ
阿
蘇
〞を

　

全
体
職
員
事
業
推
進
大
会
開
く

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
５
月
16
日
、
国
立
阿
蘇
青
少

年
交
流
の
家
で
令
和
８
年
度
全
体
職
員
事
業

推
進
大
会
を
開
き
、
役
職
員
ら
が
出
席
し
事

業
計
画
や
事
業
推
進
目
標
を
確
認
。
意
思
統

一
を
図
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
令
和
７
年
度
の
職
員
資
格
認
定
試

験
の
認
定
証
書
交
付
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
阿
蘇
産
農
畜
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
と
販
売
力
強
化
に
向
け
た

「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
を
設

立
し
た
ほ
か
、
県
内
外
市
場
で
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
や
販
促
活
動
を
展
開
し
、
販
売
高

１
１
７
億
円
を
達
成
。
２
年
連
続
１
０
０
億

円
を
超
え
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
統
制
を
徹
底
し
、

組
織
の
基
盤
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
力

強
い
Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
築
い
て
い
き
た
い
。
Ｊ
Ａ

阿
蘇
の
職
員
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
、
職
員

全
員
が
同
じ
方
向
を
向
き
、
業
務
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
時
に
は
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
一
同
に

よ
る
本
年
度
事
業
目
標
の
早
期
必
達
に
向
け

て
〝
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
〞
を
行
い
、
よ
り
一

層
の
団
結
を
強
め
ま
し
た
。

写真右上＝原山組合長の
激励／写真上＝職員資格
認定証書交付の様子／写
真左＝全職員による〝がん
ばろう三唱〟



6

JAあそだより No.147

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
４
月
15
日
、
一
の
宮
中
央
支
所
で

令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
青
壮
年
部
盟
友
や
関
係
者
ら
約
50
名
が
参
加
。

事
業
実
績
や
収
支
報
告
な
ど
計
４
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
髙
本
祐
史
青
壮
年
部
長
は
「
国
際
情
勢
の

影
響
で
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
閉
鎖
さ
れ
、
燃
油
の
高
騰
の
他
、

ハ
ウ
ス
資
材
や
肥
料
袋
確
保
難
な
ど
我
々
農
業
者
に
と
っ
て

も
様
々
な
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。
今
こ
そ
青
壮
年
部
の
存

在
意
義
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
ま
た
翌
日
（
16

日
）
が
熊
本
地
震
本
震
発
生
か
ら
10
年
の
歳
月
を
迎
え
る
こ

と
に
も
言
及
し
、
続
け
て
髙
本
青
壮
年
部
長
は
「
地
震
発
生

当
初
は
絶
望
を
味
わ
っ
た
。
営
農
が
継
続
で
き
る
か
不
安
で

し
か
な
か
っ
た
。
だ
が
、
盟
友
や
Ｊ
Ａ
な
ど
、
様
々
な
方
の

協
力
に
よ
り
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
復
興
し
て
い
き
、
現
在

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
５
月
１
日
、
外
国
人
技
能
実
習
生
と
特
定
技

能
１
号
・
２
号
を
対
象
に
交
通
安
全
講
習
会
を
開
き
、
約
１

１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
習
で
は
熊
本
県
阿
蘇
警
察
署

地
域
・
交
通
課
の
清
水
英
文
警
部
補
が
講
師
を
務
め
、
自
転

車
利
用
時
の
交
通
ル
ー
ル
改
正
に
つ
い
て
通
訳
を
交
え
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。
道
路
の
逆
走
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操

作
し
な
が
ら
運
転
す
る
「
な
が
ら
運
転
」
の
危
険
性
、
罰
則

強
化
の
内
容
な
ど
具
体
例
を
挙
げ
て
ル
ー
ル
順
守
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
「
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
安
全
に
生
活
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
今
後
も
継
続
し
て
交
通
安
全
啓
発
に
取
り

組
む
方
針
で
す
。
（
写
真
右
＝
講
習
の
様
子
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
一
番
茶
葉
の

荷
受
け
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
５
月
下
旬
か
ら
本
格

化
し
、
多
い
日
に
は
日
量
１
ｔ
を
超
え
る
茶
葉
が
持
ち
込
ま

れ
、
期
間
中
は
終
日
体
制
で
荷
受
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

荷
受
け
さ
れ
た
茶
葉
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
製
茶
工
場
で

蒸
し
・
揉
み
・
乾
燥
ま
で
の
工
程
を
行
い
ま
す
。
品
種
は

「
や
ぶ
き
た
」
で
８
ｔ
の
荷
受
け
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

茶
葉
は
気
温
や
湿
度
、
摘
採
時
期
に
よ
っ
て
状
態
が
異
な

り
、
わ
ず
か
な
違
い
が
製
品
の
品
質
に
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、
加
工
に
は
高
い
技
術
と
経
験
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
黒
田
将
司
職
員
は
「
茶
葉
は
毎
日
状
態
が
違
う
。

手
で
触
れ
た
感
触
や
香
り
を
確
認
し
な
が
ら
、
工
程
時
間
を

細
か
く
調
整
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
産
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
朝
晩
の
冷
え
込
み
が

続
き
、
生
育
が
例
年
よ
り
遅
れ
た
影
響
で
最
盛
期
が
約
１
週

間
遅
れ
ま
し
た
が
、
雨
が
少
な
く
適
期
に
作
業
が
で
き
品
質

良
好
な
茶
葉
の
出
荷
が
続
い
て
い
ま
す
。
指
導
担
当
の
宮
﨑

政
道
職
員
は
「
安
心
安
全
な
作
業
を
行
い
、
消
費
者
に
喜
ば

れ
る
製
品
を
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

外国人技能実習生に交通安全講習
〝自転車ルール改正を周知〟

スマホ操作しながらの「ながら運転」の危険性など訴える

「熊本地震を乗り越え発展のステージへ！」
令和７年度ＪＡ阿蘇青壮年部通常総会
事業実績・収支報告など４議案を可決

で
は
元
の
営
農
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
発
展
の
ス

テ
ー
ジ
に
あ
る
。
熊
本
地
震
を
乗
り
越
え
た
農
業
者
な
ら
、

今
ま
で
以
上
の
農
業
振
興
が
可
能
で
あ
る
」
と
力
強
く
挨
拶

し
ま
し
た
。 

（
※
写
真
上
＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
盟
友
の
皆
さ
ん
）

荷受けした茶葉を確認する黒田職員。
新茶の販売は６月下旬からＪＡ阿蘇小
国郷「よかとこ朝どり市」で販売予定

〝
茶
葉
荷
受
け
最
盛
期
〞品
質
良
好
な
新
茶
出
荷

６
月
下
旬
か
ら「
よ
か
と
こ
朝
ど
り
市
」で
販
売
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「
永
き
に
わ
た
り
ご
苦
労
様
で
し
た
」

定
年
退
職
者
表
彰
式
を
行
う

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
は
４
月
24
日
、
一
の

宮
中
央
支
所
で
令
和
７
年
度
女
性
部
通
常

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
部
員
ら
約
60

人
が
参
加
し
、
令
和
７
年
度
活
動
報
告
や

８
年
度
活
動
計
画
な
ど
４
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
挨
拶
で
「
女
性
部

の
皆
さ
ん
の
活
動
は
、
地
域
の
暮
ら
し
を

支
え
る
大
き
な
力
。
今
後
も
食
や
農
の
大

切
さ
を
活
動
を
通
し
て
広
げ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
こ
れ
ま
で
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

や
健
康
づ
く
り
活
動
、
地
域
清
掃
活
動
、

食
農
教
育
支
援
な
ど
幅
広
い
取
り
組
み
を

展
開
。
７
年
度
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
が

始
め
た
廃
食
用
油
の
回
収
活
動
に
も
力
を

入
れ
、
資
源
の
有
効
活
用
と
環
境
保
全
へ

の
意
識
向
上
に
つ
な
げ
た
ほ
か
、
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
見
学
な
ど
を
通
じ
て
学
び
の
場

も
広
げ
ま
し
た
。

　

８
年
度
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
意
識
し
な
が
ら
、
地
元

の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
通
し
て
地

産
地
消
・
国
消
国
産
運
動
や
支
部
活
動
の

活
性
化
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

ま
た
併
せ
て
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

進
む
中
、
女
性
の
力
で
地
域
に
元
気
を
届

け
る
活
動
も
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

女
性
部
担
当
の
堀
川
美
紀
職
員
は
「
部

員
同
士
が
交
流
・
学
び
合
え
る
場
を
大
切

に
し
た
い
。
女
性
部
な
ら
で
は
の
魅
力
あ

る
企
画
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

女
性
部
の
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
※

写
真
上
＝
挨
拶
す
る
原
山
寅
雄
組
合
長

ＪＡ役職員や部員ら約60人が参加して開催された女性部通常総会の様子

女
性
の
力
で
地
域
を
元
気
に
💜

令
和
７
年
度
女
性
部
通
常
総
会

地
産
地
消
・
国
消
国
産
等
に
取
り
組
む

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
４
月
６
日
、
令
和
８
年
３

月
31
日
付
け
で
定
年
退
職
さ
れ
た
５
名
の

退
職
者
表
彰
式
を
Ｊ
Ａ
本
所
で
行
い
、

原
山
寅
雄
組
合
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
原
山
組
合
長
は
永
き

に
わ
た
り
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
組
合
運
営
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
へ
の
功
績
を
称
え
、
心

よ
り
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。
入
組
後

31
年
勤
め
上
げ
た
吉
田
紀
子
さ
ん
は
「
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇

で
得
た
経
験
を
今
後
の
人
生
に
も
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

※

表
彰
者
を
代
表
し
て
吉
田
紀
子
さ
ん
に
コ

　
　

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
／
写
真
左
＝

　
　

退
職
者
の
方
々
と
Ｊ
Ａ
阿
蘇
役
職
員
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
国
農
産
物
鑑
定
会
が
２

月
20
日
、
千
葉
県
の
Ｊ
Ａ
共
済
幕
張
研
修
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
熊
本
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
曽
我
明
彦
職
員
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
鑑
定
会
は
農
産
物
検
査
員
の
技
術
向
上

と
検
査
の
信
頼
性
確
保
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
、
今
回
は
33
都
県
か
ら
72
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
銘
柄
米
の
品
位
や
等
級
を
見
極
め

る
鑑
定
試
験
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
正

確
性
と
迅
速
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

曽
我
職
員
は
落
ち
着
い
た
判
断
力
と
高
い

鑑
定
精
度
を
発
揮
し
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
成
績
で
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

曽
我
職
員
は
「
生
産
者
の
努
力
を
正
し
く

評
価
す
る
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

今
回
の
経
験
を
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
い

き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。（
写
真
右
＝
優
秀
賞
受
賞
の
曽
我
明
彦
職
員
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
金
融
共
済
部
金
融
資
産
推
進
課

の
下
田
麻
奈
美
職
員
が
、
第
１
６
３
回
銀
行

業
務
検
定
試
験
「
投
資
信
託
３
級
」
の
部
で

全
国
３
位
の
成
績
と
な
る
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
同
検
定
試
験
は
金
融
商
品
の
知
識

や
提
案
力
な
ど
が
問
わ
れ
、
日
頃
の
業
務
で

培
っ
た
知
識
に
加
え
、
自
己
研
鑽
の
成
果
が

実
を
結
び
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
農
林
中
央
金
庫
熊
本
支
店
の
住
友
哲
平
支

店
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

銀
行
業
務
検
定
試
験
は
金
融
実
務
能
力
の

向
上
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
規
模

の
検
定
試
験
で
す
。
投
資
信
託
３
級
で
は
、

投
資
信
託
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
金
融
市
場
、

資
産
運
用
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
幅
広

い
知
識
が
必
要
で
、
近
年
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の

拡
充
な
ど
を
背
景
に
資
産
形
成
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
金
融
担
当
職
員
に
は
よ
り

高
度
な
提
案
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
田
職
員
は
「
組
合
員
や
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
適
切
な
提
案
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
知
識
向
上
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
順
紀
金
融
共
済
部
長
は
「
全
国
３
位

と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
は
、
本
人
の
努
力

の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
。
今
後
も
専
門
知

識
を
生
か
し
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

　

※

写
真
上
＝
左
か
ら
原
山
組
合
長
・
下
田
職
員
・

　
　

住
友
支
店
長
・
佐
藤
金
融
共
済
部
長

ＪＡグループ全国農産物鑑定会
曽我明彦職員が優秀賞を受賞

銀行業務検定試験 下田麻奈美職員
「投資信託３級」の部で優秀賞を受賞

４
月
上
旬 

水
稲
播
種
作
業
ス
タ
ー
ト

南
部
地
区
中
心
に
育
苗
約
９
万
箱
供
給

　
　
　
　
　
　

久
木
野
育
苗
セ
ン
タ
ー

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
久
木
野
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は

２
０
２
６
年
産
水
稲
苗
の
播
種
作
業
が
４

月
上
旬
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ

き
げ
し
き
」「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
３
品
種
を

生
産
。
管
内
南
部
地
区
を
中
心
に
育
苗
箱

約
９
万
箱
（
15
箱
で
10
ａ
分
）
の
供
給
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
１
時
間
あ
た

り
約
１
５
０
０
箱
を
播
種
で
き
る
専
用
機

械
を
使
い
、
培
土
の
充
填
か
ら
種
も
み
の

播
種
、
覆
土
ま
で
一
連
で
行
う
効
率
的
な

工
程
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

播
種
後
の
育
苗
箱
は
速
や
か
に
出
芽
室

へ
運
ば
れ
、
室
温
約
30
度
に
保
た
れ
た
環

境
で
発
芽
を
促
し
ま
す
。

　

芽
が
そ
ろ
う
と
、
育
苗
専
用
の
ハ
ウ
ス

へ
移
動
し
、
太
陽
光
に
当
て
な
が
ら
緑
化

を
行
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
で
は
温
度
や
水

分
管
理
が
重
要
で
、
外
気
温
に
応
じ
て
換

気
や
か
ん
水
を
調
整
し
、
健
全
な
苗
の
生

育
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　

担
当
の
稲
田
薦
祈
職
員
は
「
播
種
か
ら

出
荷
ま
で
一
つ
一
つ
の
作
業
が
品
質
に
直

結
す
る
。
特
に
温
度
管
理
に
は
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
良
質
な
苗

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

※

写
真
上
＝
播
種
作
業
を
す
る
稲
田
職
員
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食と農の大切さを学ぶ「昔ながらの田植え体験！」

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と
は
５
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
阿

蘇
管
内
で
「
２
０
２
６
年
度
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
田
ん
ぼ
in
Ｊ
Ａ
阿

蘇
」
と
題
し
た
田
植
え
交
流
会
を
開
き
、
県
内
各
地
か
ら
親

子
連
れ
や
関
係
者
ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
環
境
に
や
さ
し
い
米
づ
く
り
を
進
め
る
「
赤
と
ん

ぼ
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）」
の
苗
を
、
昔
な
が
ら
の
手
植
え
作
業

で
体
験
。
農
業
や
自
然
環
境
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
同
田
植
え
交
流
会
は
、
地
域
農
業
へ
の
関
心
を
高
め

る
と
と
も
に
、
産
地

交
流
活
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
Ｊ
Ａ
阿
蘇

管
内
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

赤
と
ん
ぼ
米
は
、

赤
ト
ン
ボ
が
飛
び
交

う
豊
か
な
自
然
を
再

生
し
た
い
思
い
か
ら

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
産
地
が
協
議
に

基
づ
き
有
機
栽
培
・
農
薬
不
使
用
・
減
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た

産
直
米
で
あ
る
赤
と
ん
ぼ
米
の
周
知
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
苗
の
植
え
方
を
説
明
し
た
後
、
参

加
者
は
裸
足
で
田
ん
ぼ
へ
入
り
、
一
列
に
並
ん
で
丁
寧
に
苗

を
植
え
付
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
泥
に
足
を
取
ら
れ
な

が
ら
も
「
冷
た
く
て
気
持
ち
い
い
」「
楽
し
い
」
と
歓
声
を
上

げ
、
保
護
者
ら
も
笑
顔
で
作
業
を
進
め
、
参
加
者
は
自
然
豊

か
な
農
村
環
境
を
体
感
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
阿
蘇
町
赤
と

ん
ぼ
米
生
産
部
会
の
坂
梨
英
俊
部
会
長
は
「
普
段
食
べ
て
い

る
米
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
機
会
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
。
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
安
全
・
安
心
な
米

づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
「
苗
を
ま
っ
す
ぐ
植
え
る
の
が

難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
秋
に
お
米
が
で
き
る
の
が

楽
し
み
」
と
笑
顔
で
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
除

草
作
業
や
稲
刈
り
体
験
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
食
と
農
へ

の
理
解
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
で
す
。
（
写
真
上
＝
「
２

０
２
６
年
度
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
田
ん
ぼ
in
Ｊ
Ａ
阿
蘇
」
で
田
植
え
交
流
会

を
楽
し
ん
だ
参
加
者
／
一
苗
一
苗
、
丁
寧
に
手
植
え
す
る
親
子
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
５
月
16
日
、
管
内
の
小
学
生
親
子
を
対
象
に

し
た
食
農
教
育
事
業
「
ま
る
ご
と
あ
そ
っ
子
ス
ク
ー
ル
親
子

で
田
植
え
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
70

人
の
親
子
ら
は
、
昔
な
が
ら
の
手
植
え
を
通
し
て
米
づ
く
り

の
大
変
さ
や
楽
し
さ
を
学
び
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
や
Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
員
が
講
師
役

と
な
り
、
田
植
え
の
方
法
や
苗
の
持
ち
方
を
説
明
。
参
加
者

は
約
14
ａ
の
田
ん
ぼ
に
入
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
１
株
ず

つ
丁
寧
に
手
植
え
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
ま
っ
す
ぐ
植
え
る
の
が
難
し
か
っ

た
」「
土
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
楽
し

み
な
が
ら
農
作
業
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
田
植
え
後
は
あ

か
牛
肉
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
女
性
部
特
製
カ
レ
ー
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
み
な
笑
顔
で
味
わ
い
ま
し
た
。
担
当
の
園
田

真
治
職
員
は
「
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
阿
蘇
の
お
米
が

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
農
業
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
米
は
秋
に
収
穫
し
参
加
者
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

※

写
真
左
＝
あ
そ
っ
子
ス
ク
ー
ル
田
植
え
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

ま
る
ご
と
あ
そ
っ
子
ス
ク
ー
ル
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阿
蘇
地
域
で
乾
田
直
播
に
よ
る
水
稲
の
田

植
え
が
４
月
中
旬
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
㈱

水
穂
や
ま
だ
（
中
西
洋
介
代
表
）
は
試
験
的

に
乾
田
直
播
を
実
施
し
た
結
果
、
播
種
か
ら

収
穫
ま
で
の
作
業
時
間
が
26
％
削
減
さ
れ
、

10
ａ
あ
た
り
の
資
材
費
が
１
４
０
０
円
下
が

り
、
品
質
も
一
等
米
相
当
と
良
好
で
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
か
ら
本
格
的
に

乾
田
直
播
に
よ
る
田
植
え
を
４
月
中
旬
か
ら

開
始
。
さ
ら
な
る
労
働
生
産
性
の
向
上
と
資

材
価
格
の
高
騰
を
抑
制
し
た
い
と
、
今
年
は

乾
田
直
播
の
作
付
面
積
を
昨
年
の
1.2 

ha
か

ら
8.1 

ha
へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。

　

品
種
は
「
ほ
し
じ
る
し
」
と
「
に
じ
の
き

ら
め
き
」
の
２
品
種
で
す
。

　

中
西
代
表
は
「
水
稲
の
生
産
者
が
減
っ
て

い
く
中
で
、
地
域
の
農
地
を
守
っ
て
い
く
責

任
が
あ
る
。
請
負
面
積
も
年
々
増
加
し
つ
つ

あ
る
が
、
従
来
の
や
り
方
で
は
時
間
も
な
く

適
期
作
業
が
行
え
な
い
上
に
、
資
材
高
騰

の
影
響
が
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
乾
田
直
播
に
変
更
し
た
こ
と
で
、

従
来
の
種
ま
き
の
他
、
水
や
り
や
代
掻
き

作
業
を
行
わ
な
く
て
い
い
分
、
別
の
作
業

に
取
り
組
め
て
効
率
が
良
く
て
助
か
っ
て

い
る
」
と
乾
田
直
播
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調

し
て
い
ま
す
。

　

作
業
機
械
は
ニ
プ
ロ
の
ス
リ
ッ
プ
ロ
ー

ラ
ー
シ
ー
ダ
ー
を
用
い
耕
起
・
施
肥
・
播

種
・
鎮
圧
の
４
作
業
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
排
水
対
策
と
し
て
振
動
ロ
ー
ラ

ー
で
再
度
鎮
圧
を
行
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
農
産
課
の
深
山
卓
実
職
員
は

「
乾
田
直
播
で
の
栽
培
は
、
雑
草
対
策
と

排
水
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
生
産

者
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
新
た
な
技
術

の
導
入
に
よ
っ
て
農
地
が
守
ら
れ
る
こ
と

は
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
安
心
し
て
阿
蘇
の

農
産
物
を
全
国
に
出
荷
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
も
阿
蘇
の
農
業
を
け
ん
引
し
て
行
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

阿
蘇
地
域
で
早
期
の
田
植
え
始
ま
る

〝
乾
田
直
播
〞
で
作
業
時
間
26
％
削
減

品
質
も
一
等
米
相
当
と
良
好

み
ず
み
ず
し
い
春
ダ
イ
コ
ン
出
荷
開
始

「
ピ
ー
ク
は
６
月
」小
国
郷
大
根
部
会

南部地区の大玉トマト生育良好
誘引・交配作業進む

機械による乾田直播の様子

　　

九
州
有
数
の
ダ
イ
コ
ン
産
地
で
あ
る
小
国

郷
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
で
、
冷
涼
な
気
候
を

生
か
し
た
春
ダ
イ
コ
ン
の
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。
出
荷
先
は
福
岡
市
場
で
、
今
後
の
出

荷
量
に
応
じ
て
熊
本
・
長
崎
方
面
へ
と
販
売

先
を
拡
大
。
ピ
ー
ク
は
６
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
取
材
時
）

　

小
国
郷
大
根
部
会
は
生
産
者
10
戸
、
作
付

面
積
60 

ha
、
販
売
数
量
17
万
ケ
ー
ス
（
１

ケ
ー
ス
＝
10
㎏
）
で
、
販
売
金
額
２
億
円
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
産
は
雨
の
日
が
多

く
病
気
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
早

め
の
防
除
対
策
で
例
年
同
様
の
み
ず
み
ず
し

く
甘
み
の
あ
る
仕
上
が
り
で
、
順
調
な
出
荷

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
会
長
の
明
里
忠
行
さ
ん
は
「
安
全
・
安

心
な
ダ
イ
コ
ン
を
消
費
者
へ
届
け
る
た
め
、

栽
培
管
理
に
励
ん
で
き
た
。
寒
暖
の
差
で
じ

っ
く
り
育
ち
甘
味
が
増
し
た
ダ
イ
コ
ン
が
出

荷
で
き
て
い
る
の
で
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

販
売
担
当
の
波
多
野
勝
郎
職
員
は
、「
Ｊ

Ａ
と
生
産
者
で
連
携
を
強
め
、
安
定
し
た
出

荷
に
努
め
た
い
」
と
話
し
、
今
後
も
安
定
供

給
を
維
持
し
産
地
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
繋
げ

て
い
く
方
針
で
す
。

　※

写
真
上
＝
出
荷
作
業
を
す
る
明
里
忠
行
さ
ん

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

大
玉
ト
マ
ト
が
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、
生

産
者
の
ハ
ウ
ス
で
は
誘
引
作
業
や
交
配
作
業

（
取
材
時
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
ト
マ
ト
部
会
は
「
り
ん
か

４
０
９
」
を
中
心
に
栽
培
。
令
和
８
年
産
は

栽
培
面
積
約
10 

ha
（
前
年
比
83
％
）
で
、

販
売
数
量
９
０
０
ｔ（
同
84
％
）、
販
売
金
額

４
億
５
０
０
万
円
（
同
90
％
）
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
定
植
時
期
は
４
月
上
旬
か
ら
６
月

末
ま
で
を
予
定
、
出
荷
は
６
月
上
旬
か
ら
始

ま
る
見
込
み
で
す
。

　

同
部
会
の
松
岡
祐
輝
さ
ん
は
「
今
の
と
こ

ろ
生
育
に
問
題
は
な
い
。
昨
年
以
上
の
収
量

を
目
指
し
て
さ
ら
に
栽
培
管
理
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
お
り
、
ま
た
南
部
営
農

セ
ン
タ
ー
の
市
原
孝
英
課
長
も
「
こ
れ
か
ら

梅
雨
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
病
害
虫
管
理
に

つ
い
て
注
意
喚
起
を
行
い
、
安
定
出
荷
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真

右
＝
誘
引
作
業
を
行
う
松
岡
祐
輝
さ
ん
）
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「
ひ
ご
む
ら
さ
き
」出
荷
始
ま
る

　

販
売
目
標
金
額
６
２
８
０
万
円

生産各部会の生育・出荷・講習会などの情報②

『花農家という生き方』と題し講演する山室さん

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
阿
蘇
花
卉
部
会
は
５
月
13
日
、

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
で
南
阿
蘇
地
域
の
花

き
新
規
就
農
者
の
確
保
を
目
的
と
し
た
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
花
農
家
と
い
う
生
き
方
』
と
題
し
、
山

室
大
地
部
会
長
が
同
校
の
花
き
コ
ー
ス
２
年

生
、
野
菜
コ
ー
ス
１
年
生
を
前
に
花
き
（
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
）
経
営
の
実
情
や
魅
力
、
就

農
の
経
緯
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
学
生
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄

せ
ら
れ
、
参
加
し
た
学
生
の
一
人
は
山
室
さ

ん
に
「
花
き
経
営
の
リ
ア
ル
な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
将
来
の

進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
将

来
花
き
で
就
農
す
る
強
い
意
欲
を
示
し
、
近

い
う
ち
に
山
室
さ
ん
の
圃
場
に
研
修
に
行
き

た
い
と
も
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

山
室
さ
ん
は
「
今
後
こ
の
よ
う
な
講
演
会

を
部
会
活
動
の
一
つ
と
し
て
定
着
さ
せ
、
花

き
農
家
の
魅
力
発
信
や
南
阿
蘇
で
花
き
農
家

の
同
志
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

活
動
の
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
花
き
農
家
の
魅
力
を
伝
え
る
」

南
阿
蘇
花
卉
部
会
が

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
で
講
演

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
地
区
で
５
月
20
日
か
ら
夏

秋
ト
マ
ト
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

主
力
品
種
は
「
り
ん
か
４
０
９
」
で
果
肉

が
厚
く
、
阿
蘇
特
有
の
昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ

っ
て
う
ま
味
が
凝
縮
さ
れ
、
み
ず
み
ず
し
く

味
の
濃
い
ト
マ
ト
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

青
臭
さ
が
少
な
い
こ
と
か
ら
市
場
関
係
者
や

消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

初
出
荷
を
迎
え
た
中
部
ト
マ
ト
部
会
の
井

啓
史
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
と
も
に
新
規
就
農

し
28
年
目
を
迎
え
る
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
で
す
。

長
年
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
や
水
管
理
な
ど
細
か
な
栽
培
管
理
を
徹

底
。
井
さ
ん
は
「
ト
マ
ト
は
価
格
が
比
較
的

安
定
し
て
い
て
経
営
面
で
も
助
か
っ
て
い
る
。

消
費
者
に
喜
ば
れ
る
品
質
の
良
い
ト
マ
ト
を

届
け
た
い
」
と
、
大
学
生
と
高
校
生
の
２
人

の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
日
々
栽
培
管
理
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

圃
場
の
あ
る
産
山
村
は
阿
蘇
市
よ
り
標
高

が
約
２
０
０
ｍ
高
く
、
生
産
者
ら
は
定
植
時

期
や
管
理
方
法
を
工
夫
し
、
少
し
で
も
早
い

出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
出
荷
の
ピ
ー
ク

は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
頃
で
日
量
約
80

ｔ
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
出
荷
先
は

九
州
を
中
心
に
関
東
・
関
西
方
面
で
10
月
頃

ま
で
出
荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
で
は
10
a
当

た
り
５
２
２
万
円
、
総
販
売
額
20
億
４
０
０

０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
、
高
品
質
で
安
定
し

た
ト
マ
ト
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

西
日
本
有
数
の
産
地 

中
部
地
区
で

阿
蘇
の
夏
秋
ト
マ
ト
出
荷
始
ま
る

総
販
売
額
目
標
20
億
４
０
０
０
万
円

中部トマト部会の井啓史さん

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
な
す
部
会
で
は
令
和
８
年

産
「
ひ
ご
む
ら
さ
き
」
の
出
荷
が
５
月
20
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
高
森
町
を
中
心
に
栽

培
さ
れ
る
阿
蘇
地
域
の
特
産
品
で
、
今
年
も

品
質
の
高
い
ナ
ス
の
出
荷
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
現
在
出
荷
さ
れ
て
い
る
株
は

４
月
上
旬
に
定
植
さ
れ
た
苗
で
生
育
は
順
調

で
す
。
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
阿
蘇
地
域

の
気
候
を
生
か
し
、
艶
や
か
な
色
合
い
と
柔

ら
か
な
果
肉
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
「
ひ
ご
む
ら
さ
き
」
の
み
を

栽
培
し
て
お
り
、
栽
培
面
積
は
2.2 

ha
（
前

年
比
１
０
４
％
）、
生
産
者
数
13
人
（
前
年

同
）、
販
売
数
量
１
８
２
ｔ
、
販
売
金
額

６
２
８
０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
害
虫
対
策
と
し
て
天

敵
昆
虫
資
材
「
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
」
を
導

入
し
、
化
学
農
薬
の
使
用
を
抑
え
た
減
農
薬

栽
培
を
実
施
。
安
全
・
安
心
な
農
産
物
づ
く

り
を
進
め
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
部
会
員
の
桐
原
勝
幸

さ
ん
は
「
今
の
と
こ
ろ
生
育
は
良
好
。
減
農

薬
で
育
て
た
安
全
・
安
心
な
『
ひ
ご
む
ら
さ

き
』
を
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
出
荷
は
11
月
頃

ま
で
続
く
予
定
で
す
。
（
写
真
右
＝
収
穫
作
業

を
す
る
桐
原
由
紀
乃
さ
ん
）
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前号「鯉のぼり」答えとプレゼント当選者5名様

   　   ＝答え＝
① 左上の葉っぱの向き
② 女の子の鯉のぼりの目
③ 女の子の髪飾り
④ お母さんの口
⑤ 犬のしっぽの長さ

イラスト違い探し「梅雨」応募方法

探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「梅雨」
つ　　 ゆ

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて応募してください。
正解者の中から抽選で 5名様に

「トマトL サイズセット」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 8年 7 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

北野様・中山様・小出様・

江藤様・古澤様

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他

つ　  ゆ

※今回から個人情報保護等の観点か
ら、当選者の苗字のみを掲載する
ことにしました。よろしくお願い
いたします。
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和8年4月23日午後1時30分　場所：一の宮中央支所会議室
1．開会　2．組合長挨拶　3．協議事項
委員会報告（経済専門委員会・総務専門委員会）3月末実績について
　１）転貸資金の借入及び貸出について（案）
　２）令和7年度 事業報告（案）について
　３）対処すべき重要な課題について（案）
　４）税効果会計における事業損益5カ年計画について（案）
　５）令和7年度固定資産減損損失見込額について（案）
　６）令和8年度固定資産減損会計グルーピングの見直しについて（案）
　７）定款の変更について（案）
　８）ジョブリターン規程の新設について（案）
　９）給与規程（別表）の変更について（案）
　10）リフォーム（住宅総合）ローン【ジャックス】の新設について（案）
　11）シルバーライフローン【ジャックス】の新設について（案）
　12）「ＪＡバンク基本方針」変更にかかる総代会報告について（案）
　13）令和8年度家畜導入計画及び貸付利息について（案）
　14）令和7年度家畜導入棚卸監査回答書（案）について
　15）令和8年度出荷契約金設定について（案）
　16）役員改選手続きについて【当日資料】
　17）令和8年度 区域全域の役員推薦選考委員の選出について【当日資料】
　18）総代選挙手続きについて【当日資料】
　19）令和8年度総代選挙管理者・立会人名簿（案）について【当日資料】
　20）令和8年度固定資産取得計画について（案）【当日資料】
報告事項
　１）地公体貸出について
　２）令和7年度固定資産取得・処分実績報告について（500～1,000万円）
　３）固定資産リース契約について
　４）ＡＴＭ利用状況について（令和8年3月）
　５）県域ローンセンター媒介業務実績について（令和8年3月）
　６）不祥事未然防止策「内部監査実施状況報告」について
　　（令和8年1月～令和8年3月）
　７）事務ミス等の発生状況について（半期報告）
　　（令和7年10月～令和8年3月）
　８）自主検査結果について（令和8年2月）
　９）有価証券購入報告について【当日資料】
　10）令和8年度購買推進について【当日資料】
　11）令和8年度ゴールデンウィーク営業について（購買部）【当日資料】
4．閉会

日時：令和8年4月27日午後1時30分　場所：一の宮中央支所会議室
1．開会　2．組合長挨拶　3．協議事項
　１）令和8年度役員報酬について（案）
　２）令和7年度資産査定結果について（案）
　３）第25回通常総代会提出議案について（案）
　４）【第1号議案】令和7年度事業報告及び関連事項について
　５）【第2号議案】令和8年度事業計画及び関連事項について
　６）【第3号議案】定款の変更について（案）
　７）【第4号議案】宅地等供給事業実施規程の変更について
　８）【第5号議案】役員の選任について
　９）【第6号議案】役員退職慰労金の支給について
　10）《報告事項》「ＪＡバンク基本方針」の変更について
　11）《報告事項》役員候補者推薦内規の変更について
　12）令和8年度コンプライアンス・プログラム計画について（案）
4．閉会

日時：令和8年5月28日午後1時30分　場所：一の宮中央支所会議室
1．開会　2．組合長挨拶　3．協議事項
委員会報告（金融共済専門委員会）4月末実績について
　１）総代会開催に伴う総代に対する招集通知等について（案）
　①招集通知　②総会参考書類　③第5号議案 役員の選任について　
　④第6号議案 役員退職慰労金の支給について
　２）令和8年度最終決算について（案）②剰余金処分案の変更について
　３）令和8年度コンプライアンス・プログラム計画について（案）
　４）令和8年度クロスチェック年間実施計画（上期）について（案）
　５）令和8年度個人情報保護計画について（案）
　６）令和8年度情報セキュリティ研修計画について（案）
　７）令和8年度個人情報保護体制について（案）
　８）「ＪＡバンク熊本夏の定期貯金キャンペーン2026」の実施について（案）
報告事項
　１）全般統制に関する評価報告書について
　２）令和7年度コンプライアンス・プログラム進捗状況について
　３）令和7年度クロスチェック検査結果について（下期）
　４）令和8年度夏の農機自動車展示会開催について
　５）自主検査結果について（令和8年3月）
　６）第25回 総代会事前説明会の日程について
　７）令和7年度組合員の加入及び脱退について
4．閉会

日時：令和8年4月13日午後1時30分　場所：本所2階第一会議室
1．開会　2．挨拶　3．議題
　１）令和7年度決算棚卸監事監査取りまとめについて
　２）令和7年度決算監事監査について
報告事項
　①常勤監事業務及び会議等報告について
　②不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について
　　（令和8年1月～令和8年3月）
　③行事予定について
４．閉会

日時：令和8年5月22日午前10時00分　場所：本所2階第一会議室
1．開会　2．挨拶　3．議題
　１）令和7年度導入家畜等棚卸監査回答書について
　２）令和7年度決算監事監査とりまとめについて
　３）第25期（令和7年度）事業報告等監査調書について
　４）監事選任議案に対する同意依頼及び同意書について
報告事項
　①みのり監査法人第25期監査結果概要報告書及び品質管理レビュー等に
　　ついて（令和8年5月21日現在）
　②常勤監事業務報告及び会議等報告について
4．閉会

日時：令和8年5月28日午前10時00分　場所：本所2階第二会議室
1．開会　2．挨拶　3．議題
　１）令和7年度決算監事監査報告書（案）について
　２）第25期監査報告書（案）並びに独立監査人の監査報告書について
　３）会計監査人の再任・不再任の判断について
報告事項　①行事予定について　
4．閉会

■令和8年度第1回理事会 ■令和8年度第3回理事会

■令和8年度第2回理事会

●令和8年度第3回監事会

●令和8年度第2回監事会

●令和8年度第1回監事会

● ● ●ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ（辞令 令和8年6月1日） ● ● ●

田上　清勝
佐藤浩一郎
白川　幸生
伊藤　照行
今村　　至
佐藤　邦博
浅久野　衛

高森支所長
蘇陽支所長兼購買課長
営農部長
営農部次長兼営農企画課長
営農部農産課統括課長
営農部農産課長
営農部営農企画課営農企画係長兼外国人受入事業統括

蘇陽支所長兼購買課長
高森支所長
営農部次長兼営農企画課長
営農部農産課統括課長
営農部農産課長（南部営農センター駐在）
営農部農産課農産係
営農部営農企画課営農企画係外国人受入事業統括

氏　名 旧 辞 令新 辞 令
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